
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトで実施した内容                                

実用化・事業化の状況                                      

 

＜研究開発の目標＞ 

・抗菌活性値2.0 以上を発揮すること（JIS Z 2801 準拠） 

・抗菌性が機器使用後1 年以上持続すること 

研究開発のポイント                                   

＜推進できた主な要因＞ 

・製品の製造に直接かかわる当社が中心になり、知見を蓄積した大

学教授、塗装機器メーカー等の積極的な参加とノウハウを引き出

せた点 

＜推進要因の類型＞ 

＜実用化・事業化の見通し＞ 

・本研究の塗膜は抗菌性を長期間にわたって維持でき、院内感染の

予防という社会的ニーズにも適合し、溶出物もないことから、医

療機関に機器を納めている設備メーカー等への試験的な納品が

始まっている 

・医療機関以外でも、自動車をはじめとしたシェアリングの普及に

伴い商談が始まっている 

＜プロジェクト終了時の状況＞ 

・事業化に向けた開発段階 

サンプルの出荷を2018年で終え、若干の追加研究の後、同年

から生産・販売を始めている 

 

 

＜プロジェクト終了時の段階＞ 

＜直面した課題と課題解決＞ 

 

・機器を液体アルコールで塗布し

たり、スプレーで吹き付けて消

毒する程度 

従来技術 

・塗膜内で抗菌骨材の粒子を均一

に分散する塗料技術 

・抗菌剤粒子が偏ったり再凝集さ

せない装置・塗装技術 

 

新技術 

・抗菌剤を一次粒子まで微細化し、

均一に分散させた状態を維持する 

・塗膜に付着した菌に対し、塗膜内

部の抗菌剤粒子数個が接触するよ

う均一に分散させる 

 

新技術のポイント 

・医療機関が求める抗菌性能（抗

菌活性値２以上）、皮膚かぶれ

の原因となる溶出物がない安全

性の両方を満たす抗菌剤を探さ

なければならなかった 

・抗菌性能を保ちながら、長期間

使用できる強度を保つ耐久性の

確保 

・骨材リッチの高粘度塗料を均質

に塗装する塗料搬送技術 

直面した課題 

・抗菌性能も十分で、原因菌より

粒子サイズも小さく、溶出もし

ない骨材を選ぶことで、抗菌性

能・透明性を確保することがで

きた 

・塗膜が使用によりすり減っても、

抗菌性が持続するよう、抗菌剤

を均質に分散することができた 

・作業開始から終了まで塗料品質

を保つことができるようになっ

た 

手段による効果 

・さまざまな抗菌剤を抗菌性能やサ

イズ等で比較検証し、院内感染の

原因菌に適した骨材を突き止めた 

・塗膜内における理想的な分散状態

を大学教授の知見を基に導き出

し、その理論を実現する塗料製造

方法を確立した 

・偏析のない塗膜をつくる塗装方法

を確立、専用ポンプも開発した 

 

問題解決のための手段 

＜本研究の抗菌剤の効果＞ 

抗菌塗装を施したもの 無加工品（抗菌塗装を施していないもの）

実用化段階（試作品） 

事業化に向けた開発段階 

基礎研究/実用化に向けた開発段階 

事業化段階（商品化） 

外部連携 社内組織間協力 

トップ主導 その他 

顧客ニーズ把握 保有技術 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜背景・目的＞ 

・病院をはじめとする医療現場には施設内のあらゆる場所に抗

生物質に抗体を持った細菌が存在していて、そこで働く人を

媒体として広がる危険性を持っている 

・医療現場などで細菌感染を最低限抑えることを狙いとして、

抗菌効果の持続性が期待できるセラミック抗菌剤を塗料内に

均等に分散させてキーボード・マウスなどの入力端末に施し、

抗菌性が高く、かつ長期間にわたって安定した抗菌性を持っ

た塗料・塗装技術を研究開発するのが目的である 

刃

 

表面処理

 

■対象となる川下産業：医療機器メーカー、医療機関 

■研究開発体制：(有)久保井塗装工業所、(株)明治機械製作所、首都大学東京、タマティーエルオー(株) 

＜製品･サービスのPR ポイント＞ 

・本技術による抗菌塗膜は、塗膜内部より溶出する成分が無

く、また、塗膜中に均一に分散した抗菌材により、塗膜が

磨滅しても抗菌剤が次々と現れ、抗菌効果を示すため、長

時間安定した抗菌力を保つことが出来る 

・得られた塗膜は、耐久性、耐化学薬品性、機械強度の面で

も大変優れ、長期の使用に耐える 

＜菌の減少率の変化の比較＞ 

企業情報：有限会社久保井塗装工業所 
事業内容 ：工業塗装 

 

所在地 ：〒350-1311 埼玉県狭山市中新田 1083-3 

URL ：http://www.kuboitosou.co.jp/ 

 

本製品・サービスに関する問い合わせ先 

連絡先 ：タマティーエルオー株式会社 山県通昭 

TEL ：042-631-1325 

E-mail ：yamagata@tama-tlo.com 

 

＜研究開発項目と成果＞ 

・抗菌剤濃度の最適値を見出すためのトライアルを繰り返し、

抗菌効果と塗膜強度が最適バランスとなる抗菌剤濃度を持っ

た塗膜構造を導き出し、抗菌力の目標値（抗菌活性値 2）以

上を達成することに成功した 

・安定的に抗菌塗装を行うことのできる高効率抗菌塗装装置の

試作開発を行った 

・塗膜の耐摩耗テスト（打鍵テスト）を実施し、10 万回の打鍵

試験（機器使用約3 年以上を想定）を行った結果、抗菌塗膜

の強度が市場で問題にならないレベルであるのを確認できた 

 

プロジェクトの背景・目的                                   

 

プロジェクトの成果                

 

成果物と PR ポイント                                      

 

 

■プロジェクト名：サブμmの機能表面を形成し抗菌性能を最適化する塗装

技術の開発 

＜プロジェクトの成果を活用できる製品・サービス＞ 

・抗菌塗装マウス 

・抗菌塗装キーボード 

・病院内用情報端末筐体 
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